
          現代 文学 は 「歴 史」を語 りうるか?

      ―Katrin Askan(1966～)に 見 るDDR文 学 の現在 ―

                                  國 重 裕

はじめに.

 歴史家のアーサー・C・ダントは、瞬間的な筆写能力をそなえ、あらゆる出来事をそれらが起こ

る瞬間に起こるがままに書きとめることができる架空の 「理想的年代記作者」について論じてい

る。1そ のような年代記作者による 「理想的な年代記(Ideal Chronicle)」が残されていれば、

歴史家に残された仕事はもはやないのではないか、と彼は問い出したうえで、「一つの出来事に

ついての真実の全体が分かるのは、あとになってからである」と指摘し、時間的関係性を傭撤で

きる歴史家の優位について語っている。たとえば 「三十年戦争は1618年 に始まつた」という記

述は同時代の 「目撃証人」には不可能である。

 だがむしろ、ダントの指摘を逆手にとつてL+唖 想的な年代記作者のような瞬時の筆写能力は

そなえていないにせよ一 現代文学を、まさに歴史を後世の 「メタ」の視点なしに語つた貴重な

現代史の証言資料として、オーラル・ヒストリーにおける証言のごとく、「理想的な目撃証言」と

して扱うことができるのではないだろうか?

 たとえば、これから考察を加える統一後のDDR社 会を考える上での旧DDR出 身のf稼 たち

の作品群。統―後の1990年 代に書かれた作品は、その内容が歴史的に客細 慎 実(ド キュメン

タリー)か フィクションかに関係なく、まさに体制転換の混乱期のさなかを生きた人々によつて

書かれたという事実によつて、物語化や神話化を施される以前の「証言」として歴史研究の考察の

対象とされてよいのではないか?

                   *

 とは いえ、政 治家や歴 史家 、あ るい は知識 人の発 言で はな く、市井 の声、元 来その声が記 録/

記 憶 され るこ とのなか った声か ら歴 史 を構成 する試 みを文学作 品に当 てはめ るこ とは、一見す る

iア ーサー ・C・ダン ト 『物語としての歴史 一 歴史の分析哲学d(河 本英夫 訳)国 文社1989年 、isax8s
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と矛盾する行為のように映るかもしれない。なぜなら、文学者こそかって知識人として政治的発

言を繰り返し、強い社会的影響を及ぼした存在に他ならないからである。それも作家(良 心的反

㈱1稼)が 世論の代緒 であることを期待されたDDRに おいてはなおさらのことであろう。

 しかし、もしDDR文 学をもう少し微細に観てみるならば、このような先入見は一概にはあて

はまらないことが分かる。たしかに社会的 ・政治的発言を繰り返す反体制派知識人は存在した

― クリスタ・ヴォルフがその良い例であろう― 。シュテファン・ハイムやヘルムーリンとい

つたヴァイマール共和国時代から共産主義運動に身を挺 していた世代、あるいは1929年 生まれ

のヴォルフのように、DDRの 建設期に積極的に携わった世代は、社会主義の理想が現実のDDR

においておよそかけ離れていることに良心の痛みを覚え、積極的な発言を行つてきたのは事実で

ある。しかしそれは、裏を返せばユー トピアとしての社会主義国家が頭のなかで理想として担保

され、夢を抱きえたからこそ 「現実に存在する社会主義]を 改革しようとする野心も芽生えたと

いえる。

 ところがDDR社 会が一定の安定期―+現 実には停滞期――を迎えた50年 代から60年 代に

生を受けた世代とつては、DDRと はたんなる閉塞し、息苦しい空間にすぎなくなり、それを 「改

革しよう」などという稚気は見られなくなる。たとえば1953年 生まれのウーヴェ ・コルベの詩

「幾度か」には、この世代特有の無気力な気分が色濃く漂つている。

  五度 レイプの話を聞かされた

  四度 男たちが殴りあうのを見た

  三度 目の前で飼い主が犬を虐待した

  二度 恋人のために少年保護所に駆け込んだ

  一度 病気の母を絞め殺そうと思った

  ぼくは十八歳 社会主義の国に育つた 戦争を知らない

 1989年11月 、ベルリンの壁が開放され、なし崩し的にDDRと いう国家は消滅に至ることに

なるが、この事実に衝撃を受け、途方に暮れ、また 「あるべき第三の道」への可能陸が閉ざされ

たことに悲圃劇毅したのは、ほとんどが 「古い世イ勺 であり、統一ドイツの新しい世界}コ馴染め

ずに、その感情を文学表現したのも彼らの方であつた。以下に掲げるのはフォルカー・ブラウン

の 「所有物」という詩である。

  わたしはまだここに 祖国は西に

  あばら屋に戦争を 宮殿に平和を
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  祖国を蹴飛ばしたのはおれ自身

  自暴自棄にみすぼらしい誇 りを棄てた祖国

  冬に続 くのは欲望の夏

  どこか遠くに行くことだつてできる

  理解不能になつたおれの全テクス ト

  おれのものでなかったものを ひったくられ

  おれが体験しなかつたものを 永遠に懐かしがるだろう

  希望は 道をふさぐ落とし穴のよう

  おれの持ち物は 今おまえたちのもの

  おれのもの みんなおれのもの とふたたび言えるのはいつ?

 シュタージに監視され、自分自身シュタージと関わって骨がらみになつた自らの体験を描いた

ヴォルフガング ・ヒルビヒ(1941年 生まれ)の 『《ぼく》』。忠実な共産党員だつた父の世代、

DDRを 建設した世代への1責怒をぶちまけたモニカ ・マローン(同 じく1941年 生まれ)の 『シ

ュティレ小路6番 地』。あるいはDDR市 民が西 ドイツに滞在したお りに味わわされる憐潤と侮

蔑の入り混じつたまなざしをテーマにしたブリギッテ・カ レマイスター(1940年 生まれ)の 『ノ

ルマの名のもとに』。彼女らの作品には、DDR時 代の過去と訣別できず、それをひきずりながら

怨念を抱いてDDRを 回顧し、また統一後の刷新されたドイツ社会を描くものが多い。あるいは

クリスタ ・ヴォルフのように現代に取材した小説を長らく書けなかった4稼 もいる。

 先行世代の作家たちは東西両 ドイツ時代、自らをまず 「DDRの 作家」と規定することから書

きはじめざるをえなかつた。そしてこのアイデンティティーはDDRが 消滅したことによつて、

統一後かえつて強くなつたように思われる。すなわちDDRと は何だったか、 DDRら しさとは

何かを問いつづけることによって、統一後の ドイツ社会で自らのレゾン・デー トル、存在理由を

確県しようとする試みがあつたといえよう。

 オスタルギーという言葉がある。これはかって存在した現実のDDRに 対する郷愁ではない。

実際には存在しなかつた故郷 「DDR 1を 拠り所にして、いま危機に瀕 している自身の自我を防

衛 しようとする心理現象なのである。このように消滅後もDDRと いう国家の存在が、ゾンビの

ように作家たちを縛りつづけているのである。

 それに対して、より若回稼 、すなわち 「壁」開放を二十歳前後で体験し、その後の資本主義

社会において創作活動を始めた作家たちには、そのような気負いは感じられない。なるほど彼女

らのなかにも直接ではないにせよ、間接的にDDR時 代をテーマにしたり、あるいは統一後の荒

廃 したDDR社 会を描いたりはする。ラインハル ト・イルグル(1953～)の 『敵どもとの訣別』、 ト
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一マ ス・ブル ス ィヒ(1965～)の 『我 ら英雄』
、『太陽 通 りの短い端 っこ』、あるいはジェニー ・エル ペ

ンベ ック(1967～)の 『老 けた子供 の物 語 』らがその例で ある。た とえばブル スィ ヒは、 「DDRが

な くなつて しま うと、突然 も う怒 ることがで きな くなって しま った。 」 「それ どころか 目を輝 か

せ てあの頃の こ とを語 りは じめた」 と述 べてい る。2と はいえ、サ リンジ ャーやブ コウスキー、

ジ ョン ・アー ヴィン グの小説 を崇拝す る世代は 、ノ」説 を書 くに際 して 、 「DDRの 崩壊」 「国家 の

枠 組み の変更」などといった歴史的事実 に言及す る必 要な く、自 らの小説世 界を軽 々 と構 築 して

見せ る。おそ らく作者 の名 を伏せれ ば、ニ ュー ヨー クでもパ リで も、あるいは東 京でも見受け ら

れ るよ うな市井の生活が、軽 いタ ッチで描 かれ てい く。いま名 前を挙げた トーマ ス ・ブル ス ィヒ

は 『我 ら英雄 たち』 のなかで ク リス タ ・ヴォル フを思 わせ る 「インテ リ」風 の人物 を椰 楡 してい

る。 「文学」 とい うメデ ィアを とお して 「社会」や 「歴 史」 を語れ る とまだ信 じて いるイ ンテ リ

に対 する風刺で あるが、それ も正面か らの批 判ではな くコ ミカル な椰 楡 として描 かれ るに とどま

る。

 これ らの小説の登場人物 たちは、それ ぞれに統―後 の90年 代 の ドイ ツ(旧DDR)を 生きてい

るが、彼 らを 「(統一後 の)ド イ ツ人 」 と して一括 りにで きるよ うな指標は存在 しない。 いやお

うな く 「国家」 と向 き合 わ され 、 「国家」 と対決す るなかで 自己を認 識す るしか なか ったDDR

日計 覧の負 の遺産か ら、若い作家たちは 自由で ある。

 ところが、若い世代 に属 して いなが ら、 「壁」崩壊 とい つた歴 史的事件 と向き合 わず には、 自

らの創 乍活動 を行い えなし作 家がい る。それが今 日取 り上げ るカ トリン・アスカンである。

1.

 カ トリン ・アス カンは1966年 東ベル リン生 まれ 。病院勤務の あと、1986年 す なわち壁開放の

3年 前、 自家用車 の トランクに身 を潜 め、西ベル リンへ脱出 その後 ベル リン 自由大学で哲学 と

ドイ ツ文学を修め、1996年 小説 『イ長調』で作家デ ビューを果たす。

 ア スカンの文学は 、この特異 な経 歴 と切 って も切 り離 せない。 『イ長調』 をは じめ、彼 女の作

品 には この決 死の亡命体験 と、 ドイツ統一 とい う出来 事が濃い影 を投げ かけているか らである。

 同 じく 「東」か ら 「西」への 「脱 出」 を果た した作家 に ビル ギ ッ ト・ファンデルベ ーケやユー

リア・フランク、インカ ・バ ッハ らがい る。だが、フ ァンデレレベー ケは亡命体 験を描 きな がらも、

あ くまで後景 と して とどま り、む しろ家 族の崩壊や 女性 と しての生 き様 を描 き、また フランクは

深刻 な政 治小説 とは無縁の軽 いタ ッチの恋愛作 品を書いてい る。イ ンカ ・バ ッハは亡命 とは直接

2ト ーマス ・ブルスィヒ 『太陽通 り』(浅井晶子訳)三 修社2002年
、 「日本の読者へ」。
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関係なく旧DDRで 起きた外国人排斥事件をテーマにした作品を発表している。そんな中、あく

まで「ドイツ史」の歴史的転換点にこだわりっづけるアスカンの姿勢は際だっていると言えよう。

それには、命懸けの脱出1、 わずかその三年後の「堕 開放という、まさにドラマティックな歴史

の流れに翻弄された彼女の来歴が関係していることは想像に難くない。

                   *

アスカンのデビュー作 『イ長捌 は 「ロマン」と銘打たれているものの、百ページにも満たな

い中篇である。3し かし作品が孕むテーマは重い。

 主人公のアントニア(ト ー二)は 統一後も東ベルリンで暮らしている。彼女には白血病を患っ

たカーチャ、それに人生に前向きなピアという二人の友人がいる。恋人のシュテファンは、かつ

てトー二に何も告げず、ある日突然 「西」へ逃亡した経緯があり、統一後再会した トーことシコ―

テファンの関係はギクシャクしている。トー二は動物を標本にする研究所に勤めている。ノ」・説は、

こうしたごく限られた交友世界のなかでの トー二の日常を淡々と描いていく。シュテファンとの

惰性の生活。病弱で、精神にも変調をきたしているカーチャとの電話でのやり取り。変化に乏し

く、出口の見えない毎日。

 ところで、この小説の冒頭はイタリックで書かれた以下のような描写ではじまる。

   β蜘 のエンジンガ壮 まる。=つ 畷5襯 プら撚 ふたたOi彬 ら宛る。声が耽

  え、皐やあつて瑠ひ獅S嬬 る。吻 読あたク甜 わ乙なぐ児まわし、ス塗ンとセーター

  を海子からと{5。彬iが ぐ"らつき、ぞ乙て鋤 る。儲 ジ/ノ ソクの浮γζ女ノ欄

  ノプる。/鞭 猪 たニノ(の郷 雛茅々 と手のひらのカー六を就/る ぢまえがアンド

  レア ・!〉レどソとだな9ノ/蜘 ノ纈 ぐ。//十 纏 ζ央でららおラか ノノ/言 纏 たと

  お クに身分証を碗 如誌纏 こ坂ク!ご〃、ぐ。//.J.だテーズシ〃の五でLミ・衣の鰐 鯵揺らめ

  ので〃、る。/ア ンドレ7Z鉱 ぐ燗〃、た忽1を照め、拷てi鰯 を消沈4

 「アンドレア」という女性を主人公 とするこのグロテスクなシーンはシュタージによる訊問を

ただちに想起させる。しかしトー二をめぐる物語との関連が明らかになるのは、小説がしばらく

進んだ後である。

 トー二の父親は映画プロデューサーとして、娘の体験をもとにビデオ映画を制作し、―櫻 千金

を夢みている。イタリックの部分は、この父制作によるビデオである。シュタージの訊間のシー

ンは、恋人シュテファンが「西」に脱出したことによる捜査の模様を再現したもの。父は娘役に、

3Askan , Kat血;ADur. Halle(mdv MitteldeuscherUerlag)1996―
4量)i己S.5£
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トー二よりも若い自分の愛人を出演させ、完成したビデオを娘に送り届けたの蔑 そのビデオを

トー二は 「暗記するほどに5」見入っている。イタリックのシーンは小説のなかに断続的に挿入

され、 トー二がみずからの過去に骨がらみになつていることが暗示される。何をするでもなく、

散らかった部屋のなかで自分をモデルとしたビデオに見入る トー二は、自分の過去と対決すると

いうよりも、暗い過去をいまだに克服できないでいる、それどころかDDRが 解体した統一後の

日常の、DDR時 代といささかも変わらぬ停滞した生活の原因を、恋人の亡命によつて加えられ

たこの理不尽な暴力に転嫁しているかにもみえる。この小説を支配しているのは、息苦しいまで

の閉塞感と無力感である。トー二は現在の都会での変化のない日常を脱出して、新しい人生を踏

み出そうと夢見る。友人ピアと一緒にヴァカンスで北方の島に出かけ、新生活を試みる。だが結

局彼女には決定的な―歩 を踏み出す勇気がない。北の空を飛び去っていく鶴の姿に自分の願望を

投影するだけである。「突然空に鳴き声が響いた。鶴がすぐ近くまできていた。ほとんど羽ばた

かないで、わたしたちのはる力頭 上、赤く染まった雲の下をたゆたつていた。鶴たちは北へと飛

び去つていくのだ/彼 方への憬れが痺いた、どこへとも説明のつかぬ。6」ベルリンに帰って

きた トー二を待っていたのは、カーチャの計報である。標本にされる死んだ動物たち、恢復を空

しく夢みながら死に行くカーチャの姿は、トー二の現在の心境 の象徴である。ノ」・説の末尾はかつ

て壁が築かれていた 「東」と 「西」の無人地帯――彼女はタルコフスキイの映画 「ス トーカー」

に倣つて 「ゾーン」と呼ぶ―一 である。そこで トー二は再出発を期す。

  鉛筆を置いたその瞬間、鳴き声が聞こえた。わたしはすぐ目を上げ、空を見渡した。

  鶴だ!低 くかすれた鳴き声がすぐそばで!

  鳥の影が足元に見えた。生い茂った樹々の上を大きな鳥たちが舞っている。

  わたしは駆け出した。大きな歩幅で苔むした枕木にそって、よろめき、ほとんど倒れ

  そうになりながら。7

 タイ トルの 『イ長調』は、モーツァル トのクラリネット協奏曲を意味する。自らをモデルにし

たビデオを観ているとき、また北の島で大自然と接しているとき、彼女の脳裏をよぎるメロディ

ーである。けれども慰めに充ちたモーツァルトの旋律も、トー二に救済を与えてはくれない。む

しろ、日常の閉塞感を際だたせる小道具として使われている。

5il)i(LS.32.
6ibid―S.55f
7韮)i(lS、93.
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2.

 『イ長剥 以上に、歴史的事件と向き合った作品が2000年 に発表された第三作 『最低点脱出』

である。8こ の/」・説では、作者アスカン自身の体験さながらに、これから 晒 」へ亡命しようと

する三時間半前の主人公ユーディットの一人称による断章と、…猷 公の父が生まれた1936年 の

時点から、いままさに亡命を決行 しようとしているユーディットが生まれた1966年 までの三十

年間の一族の歴史を三人称で割 ・た断章を、交互に組み合わせるとい う手法が採られている。亡

命前、これから棄てていく自分の家を最後にまわりながら思い出を回想していく、過去(ユ ーデ

ィット誕生の1966年)へ と遡及していく断章と、ナチス政権下で家を建て、戦時下の困難な時

代、そしてDDR時 代を生き抜いてきた一家族の客観描写による年代記が呼応しながら作:A�は進

んでいく。

 これら断片的な記述からあえてス トーリーを抽出するなら以下のようになる。

 1936年 のヒットラーの誕生日、ビルディングの妻マルガレーテは陣痛に苦しんでいる。ヒル

ディングは時計を見ながら気が気でない。もうじき日付が変わろうとしているから尾 ナチス政

権下で警官をしている彼は総統と同じ日に生まれてきた子供にアドルフという名をつけようと

考えている。結局、深夜を12分 過ぎて生まれてきた双子はアルノル トとル ドルフと命名される。

マルガレーテの姉イーダは 「水晶の夜」の晩、家で首を吊る。マルガレーテとイーダは実はユダ

ヤ系だったの規 ビルディングはイーダが自殺した部屋に十字架を飾ることをマルガレーテに禁

止する。十字架に刻まれた日付から 「水晶の夜」に自殺したことが露見すれば、たちまちみずか

らの地位が危 うくなるからである。封建的で家父長的な暴君であるビルディングのもと、マルガ

レーテは戦申、戦後の食糧難、燃料難を何とか切り抜ける。そのあいだにベルリンは分割され、

ビルディングの家はソヴィエ ト占領下に組み込まれる。ロシア人の支配を嫌 うヒルディングは

「西」に住まいを手に入れ、愛人を作 り、滅多に 「東」の家には帰つてこなくなる。成長したふ

たりの息子は東ベル リンと西ベル リンと行き来しながら、技師の道を目指す。母マルガレーテは

健康を害し、死去、ヒルディングは 「西」の愛人グレーテルと再婚。DDR当 局はヒルディング

の、そしていまはアルノル トとル ドルフ兄弟が暮らす家を、ビルディングが 「西」の住人である

ことを理由に国家財産として没収することを宣告する。ふたりの兄弟はいまや自分の家の家賃を

国家に対して支払わなければならない。ル ドルフは技師としてバイエルンに移り住む。やがてベ

ル リンの壁が構築され、東西ベルリンの行き来は困難になる。やがてアルノル トは結婚し、ルー

トとユーディットというふたりの娘に恵まれる。アルノル トは機械組立工として苦心して貯めた

8Kat血As㎞ 礼・4us dem Schneider. Be曲(Berlin Verlag)…㎜.
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金 で 「家」を国家か ら買い戻す。ルー トは学業優秀 で病院 に勤 め、の ちに大学で本格的 に医学 を

修 め る。それ に対 してユーデ ィッ トは学校 に馴染 めず 、大学へ の進 学 も諦 め ざるをえない。やが

てアル ノル トは癌を患い、治療 のために西ベル リンを訪れ る。そ して二度 と東には戻 らなか つた。

そのため当局はユーデ ィッ トに対 して 「家」をふ たたび 差 し押 さえる ことを宣告す る。ハ ンガ リ

ー を訪れ 西側 の若者 と接 したルー トは帰国 後大学 で反体 制運動に関わ り
、キャンパ スで 「Neues

Deutschland」 の タイ トル を切 り抜いて掲げた こ とか ら逮捕 され、禁 固21ヶ 月の判決 を受 ける。

ユーデ ィッ トの恋人 ク リステ ィアンの父親は党幹部 で、 「西」 に逃 亡 した父 を持っ娘 との交際 を

息子に禁 止す る。ユーデ ィッ トは義理の祖母 グ レー テル が密か に届 けて くれた父アル ノル トの手

紙 に したが って 、「西」への脱 出を決意す る。

 ユーデ ィッ トによる一人称 の語 りか ら明 らか になるのはDDRの 閉塞感で ある。 ピン ク ・フ ロ

イ ドの 「Wish You Were Here」 につ いてユーデ ィッ トは次の よ うに語 る。

   わた しは この音楽が耐え られない ことがよ くあ る。 なぜ なら この曲はわた しのなか

  に憧れ を掻 き立て るか ら。 誰か特定の人物 に対 してで はない けれ ど。そ うではな く、

  あ る誰か、わた し自身がそ うなっていたか も しれ ない誰か に対 して。「きみが ここにい

  て くれたな ら。」わた しがな りたいよ うには、別 の場 所で、今 とは違 う条件の も とで し

  かなれない ことが よく分かってい る。いつか この家にいた 自分 を振 り返 る 日が もしか

  して来 るか も しれない と思 う。9

 恋人 ク リスチ ャンにも彼 女は こ う告げ る。 「この 国では、わた しには未来 がない。10」ユーデ ィ

ッ トは よく夢 をみる。 「最 近また昔 みたいに飛び降 りたい と思 うよ うになった。お母 さんが死 ん

だあ とに も、 よ く家 のテラスか ら庭 に飛 び降 りた。(中 略)わ た しは跳躍が好 きなの。 わた しは

跳 躍に よつて克服で きる空間が好 き。少 し痛い けれ ど、衝突 も好き。 いつ もあま りに早 くぶつか

って、体 を傷 めてしま うけれ ど。11」

 この作品の タイ トル 「Aus dem Schneider」 とは、元来スカー トとい う トランプ・ゲームで辛

うじて最低 点 を免れ る とい う意 味で あるが、 この 作品 では登場人物 た ちがユ ーデ ィッ トを含 め

「DDRを 脱出 して、自由な 晒 』 へ脱出 を果たす 」 とい う点で、最低 点を逃 れている。 この小

説 ではDDRは はじめか ら非人間的な空間 と して しか捉 えられてい ない。シュター ジの嫌 が らせ

も執 拗に描かれ る。 上に引用 した主 人公 の、飛び降 りる ことに よつて わざと肉体 を痛 め、快感 を

sibid 5 .17.
ia ibid 5 .64.
11ibi〔l S ,87f
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えるという行為も、DDR社 会の歪みを表していよう。

 もちろんこの小説で西 ドイツが理想化して描かれているわけではない。姉ノレートは語る。「た

しかに西では行きたいところに旅行ができるし、思つたことを口にできる。でもそれでみんなは

幸せなのかしら? いま生きている環境のなかでベストを尽くすことの方が大切なんじゃな

い?12」

 また病気の治療のため 「西」に出た父について、シュタージの取締官はユーディットに対して

こう訊ねる。「西に行つて、きみのお父さんに(医 療を受ける)チ ャンスがあると思つているの

か?(中 略)西 では、お父さんは野垂れ死にするだけ規13」 事実、「西」に暮らすようになって

からアルノル トの酒量は増え、しだいに痩せこけていく。

 『最低点脱出』は引き裂かれた国で、とりわけDDRに おいて度重なる不条理で屈辱的な暴力

を受け、歴史に翻弄されて生きる家族三代を描いている。彼㈲ らのなかでだれひとり落ち着い

た居場所を見出せないでいる。

3

 以上、アスカンの二っの小説を概観してきたわけだが、しかしわたしたちはここで 『イ長調』

と 『最低点脱出』という二つ小説のあいだに走る断層線、差異、あるいは一種の 「変質」に敏感

でなければならない。二つの小説は一見するとともにDDRと いう歪な社会が生んだ閉塞空間を

描いた作品に見える。しかし 『イ長調』ではひたすら脱出を願望しっつ、心理的な枷から逃れら

れないでいる主人公が描かれていたのに対して、『最底点脱出』では、主人公の西側への逃亡が

一族の 「歴史/物 語」のなかに回収されているのである。前者では、主人公の 「声」はまさに 「咳

き」として棄ておかれていた。それに対して 『最1蝋 』でアスカンは家族の物語というかた

ちで歴K'の創出、もしくは神話による救済を図っているのである。

 冒頭、わたしは文学作品を歴史の証言/証 人として読むことを提唱した。なぜなら、等身大の

ところで語 りだされていく 「声」を記億/記 録する装置として、「文学」の役割はかけがえのな

いものであり、「文学」は、個々のひとびとの 「差異」を押し潰して刻まれていく大文字の 「歴

史」に対するレジスタンスとなりうるからである。14と りわけ旧DDR市 民のように歴史記述の

12ibid, S,123.
13温aslo1 .『イ長調』のなかでも主人公の弟ロベルトは次のように語る。「君たちは西の連中に洗脳されて

 しまったのか?むかしはきみたちだつて理想を語っていたじゃないか 飯を喰つて,くだくだ愚痴つている
 じゃなく!」(Askan:ADur,5.34.)
14わざわざ 「大文字の 『歴史』」と謝 ・たのは 歴史学においてもここ十年余りサバルタン・スタディーズな

 ど噺たな視角から,従来の歴史学を批判する立場が現れているからである。ここで 「大文字の歴史」とは
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現場か らも疎外 され てきたひ とび とに とつてはなお さらの こ とであ る。た とえば近年旧西 ドイツ

の歴史家 によってい くつ ものDDR史 が書かれてい るが、そ こでは当事者で あるDDRの 人々は

「議論の ア リー ナ」 に さえ招 かれなかつた。25

その よ うな観 点か ら同曙 蚊 学 を評価す るな らば、歴 史の物語 化を図った 『最低点鋭 出 にお

けるア スカンの作家 と して の態度は明 らかに後退 して いる。 この変 質ゆえにアスカ ンの作品 を、

素 直に、歴史に虐げ られたDDRの ひ とび との貴重 な記 録、命懸 けの逃亡 を無 化 して しま うほ ど

の歴史 の奔 流を生きた人物 の証言 として読む こ とは困難 になってい ることは否 めない。

むすび.

 統一 か ら15年 。す でに分断時 代の緊張 も薄 れ、DDR時 代の記憶 も過去の もの とな りつつ ある。

冷戦時 代の緊 張感 と閉塞感 が忘れ られて いき、『ベル リンの劉 を歴 史の教 科書の知識 と して し

か知 らない世代 が現れ つつあ る。そ んな中、2003年 夏以 来 「オス タル ギー」が コマー シャ リズ

ムのなか で消費 され る傾 向が顕著 になって いる。すなわ ち 「DDRシ ョー」 をは じめ、 ドイ ツの

全 国ネ ッ トのテ レビ局各 局で 、DDR日 寺代 のユニ フォー ム、(質 の悪 い)DDR製 品、そ して国産

車 トラバ ン トを画面に並べ立 て、DDR時 代 の流行化 を歌 うとい う同 工異 曲の番組 が放 映 され 、

主 に旧 西 ドイ ツ で高視 聴 率 を あげ た とい う。 大手 美 術 出版 社TASCHENか らは 「DDR

DESIGN」 と銘打っ た写真 集が出 された。本の なかには さま ざまなDDR時 代の小 品のパ ッケー

ジが 「アー ト」 として紹介 され ている。16さ らに映画 「グ ッバイ ・レーニ ン」 は ドイツのみな ら

ず 、国際的に ヒッ トを飛 ば した。1989年 の民主化運 動の最 中シ ョックで倒れ 、壁 崩壊後 もDDR

が存続 してい ると信 じてい る母親 のために、身 の回 りをDDR製 品 で埋め、 DDR時 代のニュー

スの ビデ オを見せ る主人公 を描いた この 「グ ッバイ ・レー ニ ン」の ヒッ トも、オ スタル ギー の変

質 を象徴 してい るとい えよ う。す なわち、もはや今 日の ドイ ツでは、 「実体」 として のDDRで

はな く 「記号」 としてのDDRが シュ ミラークル の よ うに流通 し、お もしろおか しく消費 されて

い るとい うことだ ここでは もはや 「現 実のDDR」 に関心が払われ るこ とはない。 そ して皮 肉

な ことに、本論で扱 つたアスカ ンの 『最 低 点脱 出』 も、あ るいは作 者の予想 とは裏腹に、あるい

は作者 の 目論 見 どお りに、 ドイ ツにおけるオスタル ギー ・ブームの先駆 け としてベ ス ト・セ ラー に

 近代社会において共通の歴史 ・言語 ・文化を共有し,相 互に共感できる 《われわ沁 〉という意識を醸成する

 役割を果たしてきたものを79Yo
tsこの問題については以下の書を参照のこと

。 Vilxnar, Fritz/Bollinger, Stefan(Hrsg.):Die DDR waranders
Einelﾟz'tische Wcrrdigungihrersozialkulturellen F,inzichtungen. Berlin(edtition ost)2002.

is DDRDESIGN . K�n(Tascherﾜ2004.
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なったので ある。 この様 な社会 現 象をDDR出 身の人々は どの よ うな思 いで見 つめているのだろ

う?17

17DDR出 身の作家の うち、先に紹介 した.:,:若 い世代の作家、たとえばブルスィヒの近作 『太陽通 り』や
エルペンベ ック 『老けた子供の物語1で は、DDR時 代の過去が 「対決すべき過去」としてではなく、むし

ろユーモアをもって回想 されている。統 一後10年 のあいだに作家のDDR時 代へのスタンスも(稲 物 方

に)徐 々に変化 しているよ う蔦(こ の問題に関しては 『太陽通 り』の翻釈者、浅井晶子の指摘による。)

  またより…勘 想L七によつてDDRで の幼年時代を回想した書物が書かれている事実も紹介しておきたv o

 Rusch, Claudia(1971～):漉 励θ醐 θ馳 α働 θ」嘘 ηoi Berhn(S. Fischer)2003;Hensel, Jana(1976-):
Zonen Kinder. Hainburg(Rowohlt Verlag)2004い ずれもDDR出 身の彼女たちの作品は、軽薄なオスタ

ルギー・ブームに対するアンチ・テーゼ として書かれたものである。
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 Ob die zeitgenöschische Literatur als Augenzeuge der Geschichte 

                    sein kann? 
— Werke Katrin Askanns (1966-) in der DDR Literatur — 

KUNISHIGE Yutaka 

  Ob die zeitgenöschische Literatur als Augenzeuge der Geschichte sein kann; d.h. ob 

man die Literatur als Dokument einer Ära, besonders als Zeugnisse des namenlosen 

Volks lesen kann? Die Antwort auf diese Frage scheint in der DDR ziemlich klar sein: 

Nein. Die älteren Intellektuellen wie Christa Wolf kritisiert das SED Regime wie als 

Vertreter des Volks, aber was sie schrieben, war die Geschichte einer gut informierte, 

privilegierte Klasse und nie die der Namenlosen. – Aber bei den jüngeren 

Generationen? 

  Katrin Askan, geboren 1966 in Ost Berlin, floh 1986 in einem Kofferraum versteckt., 

in die Westen, also sie war einmal der Bedrohung der Staatsgewalt ausgesetzt. Sie 

beschreibt in ihrem ersten Roman „A-Dur" (1996) das stickige Leben der DDR-lerin 

nach dem Wende. Die Wunde des Herzens, die ihr die Wiedervereinigung brachte, 

kann sie nie überwinden. In dem Askans dritten Roman „Aus dem Schneider" (2000) 

behandelt sie sich ihr eigenes Erlebnis, die Flucht in die Westen. Wenn man ihre zwei 

Romanen vergleicht, obwohl es bei der beiden auf die unterdrückende 

Gesellschaftatmosphäre der DDR ankommt, findet er die Kluft und Diskrepanz der 

Geschichtebeschreibung dauwischen; einerseits beschreibt jener nüchtern die innere 

Wüste der Hauptfigur, versucht anderseits dieser die Mythologisierung ihres eigenen 

Erlebnis, damit Askan ihr Absicht verriet, die zeitgenöschische Geschichte 

(History-Story) zu. schreiben, wenn auch „Aus dem Schneider" unter „dem 

Ostalgie-Boom" Bestseller wurde. 
  – Aber wenn Sie sich wirklich für das Thema meiner Arbeit interessieren, bitte ich 

herzlich, die japanische Kenntnis zu haben! 
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